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対人援助職者の資質に関する一試論
心理的援助における援助者側の要因に焦点を当てて
飯 田 昭 人※
Ⅰ 問題の背景と目的
１．対人援助という営みについて
村瀬１６）（２００９）は対人援助という言葉につ
いて、「本来は、心理的援助の他に、物質的・
経済的援助や紹介の労をとる等の何らかの便
宜をはかる、あるいは後援して後ろ盾の役を
とるなど、人を助ける幅広い意味を含んでい
る」と指摘している。また、同じく、村瀬１６）
（２００９）は「対人援助をそれとして成り立た
せるためには、それを行う人の基本姿勢とそ
の基本理念を現実に効果ある営みとして具現
化した技法や技術がある。言い換えれば、基
本姿勢は具体的な技法や技術を通して、現実
に現れるのであり、両者は裏打ちしあった関
係にある、と言えよう。技法や技術のみにと
らわれていて、基本姿勢を見失ってはならな
いが、基本姿勢だけを理念的に唱えているだ
けでは、現実に効果的な援助はできない」と
述べている。
２．問題の背景と目的
上記の村瀬の指摘から筆者が考えるのは、
対人援助においては、それを行う人の基本姿
勢に代表される援助者側の要因と、援助理論
や援助技法などの技術的側面が相補的に影響
し合っているということである。
しかし、臨床心理学や社会福祉学などの研
究領域を概観してみると、援助理論や援助技
法に関する研究は多数存在するものの、援助
者側のあり方などを研究されたものは少ない。
また、援助者のあり方について論じられたも
のの多くは、ベテラン臨床家が自身の豊富な
臨床経験から大切だと考えた事柄などが提言
されてきたものであり、実証的な研究はあま
り多くはない。
筆者は大学に奉職し３年目となり、心理学
や養護実践学を学ぶ学部生ならびに臨床心理
士を目指している大学院生と講義やゼミなど
を通じて一緒に考える機会をもつことが多い。
そこでは、学部生および大学院生自身の持っ
ている人間観や価値観、物事の受け止め方な
どは一人ひとり異なるものであろうし、同じ
理論や技法を学んでも、個々人で受け止め方
も違えば、それらの用い方も一様ではない。
つまり、学生や院生の一人ひとりのもつ様々
な要因により、その理論や技法は変わってく
るものではないだろうかと思い至るようになった。
村瀬、青木１８）（２００２）は、以下の対談より、
援助者自身の要因が援助や治療行為の成否に
大きく関わってくるのではないかということ
を指摘している。（資料１）。
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村瀬：（前略）心理療法のこれはとにかく効果があると思ってやったことが案外そうでない
とおっしゃるのは、その方法が、その方法を使っている人ということをカッコにいれて、
方法だけの特性や他の方法と比較したところで、その方法がいいものとして論じられてい
ても、使う人のあり方次第で方法というものもずいぶん変わってしまうものだということ
ですね。
青木：それは、その人の言葉や考えと態度や雰囲気は切り離せないものとしてあるというこ
とですね。
資料１
つまり、理論や技法は、それを用いる人間
とセットで、様々な影響がおよぼされること
を村瀬と青木は指摘しているのであろう。
そこで、本研究では以下の２点について考
察していくことを目的とする。
一点目は、対人援助領域、特に臨床心理学
領域を中心にではあるが、援助者側に焦点の
当てられたいくつかの研究について概観し、
どのような特徴などがあるのかを考察してい
く。二点目は、そこで得られた知見などを参
考に、援助者側の「資質」に関する考察を試
み、「資質」や「人間性」、「適性」、「態度」
などという言葉で表現されてきた援助者側の
内面について概念的整理を試みるものとする。
Ⅱ 対人援助職者側の要因に関する研究動向
１．はじめに
本稿では、援助者側自身の要因について言
及された、いくつかの研究動向を概観し、整
理および検討を試みる。このような文献展望
を行うことにより、どのような課題が残され
ているのか、そしてどのような進展が期待さ
れているのかを明らかにしたいと考える。
そこで、岩井８）（２００７）の分類を参考にし
て、本稿では、①援助者のあり方、心理治療
に影響を及ぼす援助者側の要因、②援助者の
発達・熟練、の２点についての援助者側自身
の要因について言及された、いくつかの研究
の動向を検討する。
なお、本稿で使用する「心理臨床家」「カ
ウンセラー」「セラピスト」「治療者」「対人
援助職」「援助専門職」などについては、厳
密には同義ではないものの、援助者自身を指
す言葉であるということを重視し、特に区別
せず、原著論文等の表記に従って使用した。
２．先行研究の動向
２－１ 援助者のあり方、心理治療に影響を
及ぼす援助者側の要因について
岩井８）（２００７）によると、心理臨床家がど
うあるべきかということについては、長年に
わたり臨床実践を行ってきた、いわゆるベテ
ランの臨床家による書物等は多数出版されて
いるものの、その分野に関する研究が乏しい
ことを指摘している。しかし、その指摘の中
で、１９９０年代から２０００年代にかけて、心理療
法の治療効果などに焦点が当てられ、心理臨
床家のあり方や要因についての研究が増えて
きている、とある。
飯田６）（２００８）は、村瀬嘉代子の提唱する
統合的心理臨床について考えるにあたり、治
療者自身の「人間性」および「人間観」が重
要であることを指摘している。「人間性」に
ついては、治療者が自らの「人間性を養う」
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という視点、すなわち、治療者自身のあり方
をいつまでも厳しく見つめなおす作業が必要
であると述べ、また、「人間観」については、
治療者が自らの「人間観を育む」という視点、
すなわち、治療者がクライエントの潜在可能
性および現在までできていることに着目して
いけることが重要であると述べている。飯田
は、治療者自身が常に自分のあり方を見つめ
なおし、問い直すことが重要であるとともに、
クライエントに対しては、潜在可能性への着
目を含め、広い視野でクライエントやその周
辺を考えていく必要があるという、治療者側
のあり方こそ重要であると指摘している。
堀越・堀越５）（２００２）によると、Lambert
と Bergin１５）（１９９４）などによる心理療法の効
果研究の知見から言えることとして、「心理
療法がクライエントに肯定的な変化をもたら
す要因は、特定の心理療法のモデルに沿った
介入技術そのものよりも、心理療法モデルの
枠を超えて対人援助の専門家が共有している
部分にあるとしている報告は興味深い」とし、
続けて「こうした研究は、抑圧された感情を
解き放つ精神浄化、援助者との健全で治療的
な関係、共感してもらう経験、理解される経
験、適切な助言、行動調整、学習と修得といっ
た部分がクライエントを変える基本的要因で
あることを示唆している。（中略）特定の心
理療法理論の理解やその技術の獲得という後
天的な面ばかりではなく、相手が気持ちを表
現しやすい場としての安全な関係作りなど、
援助者に本質的に備わっている素質や能力か
ら生まれる部分も重要であることがわかる」
と指摘している（※棒線は筆者によるもの）。
そして、堀越・堀越５）（２００２）は、先に述
べた「素質」について、①「対人援助職選択
に関わる本質的要素」、②「対人援助職選択
に関わる獲得要素」とに分け、論じている。
①については、対人援助職を選択する動機
として、個人の性格やその職の適性、個人的
な体験などの相互作用から考えられるとし、
こうした動機は専門家としての成功に結びつ
く場合もあれば、それを妨げることもあると
指摘している。そして、個人が生まれ持った
性質や育った家族の特徴などの中から、対人
援助専門職の基礎になり得る「機能的要因」、
基礎とはなり得ないと思われる「非機能的要
因」、そして「出生家族要因」の３つに分け
論じている。
②については、対人援助職を目指す者が基
礎として獲得すべき事柄を「教育」「臨床訓
練」「スーパービジョン」「教育分析」の４つ
に分け論じている。
２－２ 援助者の成長および発達、熟練、熟
達化について
新保２１）（２００７）は、欧米における心理臨床
家の成長・発達に関する研究として、金沢１２）
（２００６）を引用し、以下の２つのグループを
指摘している。①Orlinsky を中心とした国
際研究グループと、② Skovholt を中心とし
たグループである。①については、世界約２０
カ国の臨床心理士からの職業発達及び教育訓
練に関する広範囲な質問紙をもとにデータを
集め、国際比較を行っている。質問紙としては、
ＤＰＣＣＱ（Development of Psychotherapist
Common Core Questionnaire、心理臨床家
の成長に関する調査票）が用いられている。
②については、Skovhot ＆ Ronnenstad２３）
（１９９５）が、米国において、質的分析により
カウンセラーの職業的発達段階モデルを構築
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１．特定の領域における、ずば抜けた知識構造
２．前進的問題解決
３．メタ認知能力（自分自身の認知行動を把握することができる能力）自分自身を突き放し
てみる対象化能力の高さ
４．自らの思考・判断した結果について、納得できるまで吟味する（内的評価基準の高さ）
５．身体／暗黙知（言葉に表せない知覚）／直観の使用
６．豊富な現場経験
７．領域固有性（文脈化された知識）
８．長期間に渡る連続的でかつ濃密な学習経験 高い学習動機
している。
金沢と岩壁１３），１０）（金沢・岩壁２００６、岩壁・
金沢２００６）はOrlinskyたちのＤＰＣＣＱ（De-
velopment of Psychotherapist Common
Core Questionnaire）を日本語に翻訳し、暫
定版「心理臨床家に成長に関する調査票」を
作成し、「心理臨床家としての自己評価に影
響を与える要因」と「心理臨床家の直面する
困難とその対処法」について検討した。これ
らの研究結果からは、学部や大学院における
臨床家を目指す訓練における自己評価の高さ
がその後の臨床家としての肯定的な評価につ
ながる可能性のあることを指摘している。ま
た、心理臨床家が直面する困難について、職
業的自信の喪失、困難ケースへの対応、逆転
移感情をもつことの３点が挙げられた。そし
て、その対応として、異なる角度から見直す、
コンサルテーションを求める、問題を扱うこ
とを避け改善するだろうと期待する、という
３点が挙げられた。また、多くの臨床家が困
難に直面したときに、一人で対処しようとす
る傾向が強いこと、年齢の低い臨床家ほどコ
ンサルテーションを重視していることを指摘
し、スーパービジョンなどの指導が困難を乗
り越える重要な方法であることを述べている。
新保２２）（２０００）は、精神療法やカウンセリ
ングなどの場面において何が行われているの
かを実証的に研究されたものは少ないと言及
している。その中で「カウンセラーが何を
「手がかり」にして、どのような「仮説」を
立て、どのような「関わりのプラン」を立て、
「実行」しているのか、という“内的な思考
過程（臨床判断過程）”に焦点を当てた研究
は、これまでほとんどなされてこなかった」
と指摘している。そこで、新保２１）（２００７）で
は、「熟達化」をキーワードにして、エキス
パートに共通する特徴などが述べられている。
新保２１）（２００７）は、熟達化について、「当
該人物がその分野で生き残っていくために、
学習変化を遂げてゆく適応的プロセス。つま
り進化の一端である。但し、熟達化のプロセ
スや到達点は一人ひとりの臨床家が独自の発
達を遂げていく「個性化の過程」として考え
られる」とし、「熟達化のプロセスは心理臨
床家にとって必然である」と述べている。
同じく、新保２１）（２００７）では、あらゆるエ
キスパートの共通特徴について、８点挙げて
いる（資料２参照）。
資料２ あらゆるエキスパートの共通特徴とは？（新保、２００７）
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２－３ 先行研究からの考察
堀越・堀越５）（２００２）は、心理療法などに
代表される対人援助行為を考えるにあたり、
治療や援助の効果に関して、援助者側の要因
が少なくないことを早くから指摘し、また、
援助者の性格や家族の特徴、そして、その人
自身がどう生きてきたのかなどの本質的要素
に着目していることは卓見であると考える。
また、援助専門職を目指す動機が望ましいも
のでなかったり、本質的要素が恵まれないも
のであったりしても、教育や訓練によって、
その人自身が自らを矯正し、成長させる機会
が与えられることによって、大成されること
もあるという指摘もその通りであるといえよ
う。
すなわち、本質的要素がある程度恵まれて
いても、教育や訓練が不十分であったり、そ
の教育や訓練のやり方が間違っていたりすれ
ば、対人援助専門職として活動していけない
であろうし、反対に本質的要素があまり恵ま
れていないものであっても、教育や訓練が適
切なものであれば、対人援助専門職として活
動していける素地ができるのであろう。
また、新保２１）（２００７）の指摘している、
「あらゆるエキスパートの共通特徴」からは、
援助者は絶え間ない自己研鑽が求められるの
は当然であるものの、当該本人の学習や努力、
そして教育や訓練などといったものだけでは
身につかない、もしくは身につくことが困難
である場合があろう。むしろ、エキスパート
個々人に内在している資質や特性などの要因
が大きいように筆者は考え、その資質や特性
などの要因がどのようなプロセスを経て、エ
キスパートに身についていくのかの究明こそ、
対人援助職の成長や発達、教育や訓練を考え
るうえで有益であろう。
ちなみに、我が国における、カウンセラー
の成長、発達における研究は、上記の新保２２）
（２０００）や金沢・岩壁１３）（２００６）など、まだ
限られているのが現状であり、より多くの実
証的研究が望まれる。
次章では、援助者に内在している資質や特
性などについて分析および検討していく。
Ⅲ 対人援助職者の資質に関する試論
１．援助者の資質についての捉え方
Rogers．C．R４）（１９４２）は、「カウンセラー
の資質とは」という章において、「カウンセ
ラーを評価する場合、人格的資質と専門的資
質の両方が問題になる」と述べている。その
“人格的資質”について「カウンセラーに必
要な資質としてまず第一にあげられるのは、
人間関係に鋭敏であるべきだということであ
ろう」とし、これを「基礎的な資質」として
いる。また、続けて「優れたカウンセラーに
不可欠な態度は他にもある」とし、①客観性、
②個人に対する尊重、③自己理解、④心理学
の知識の４点を挙げている。
田畑２４）（１９９８）は、“カウンセラーに基本
的に求められる資質”として、「心の動きに
敏感であること」「よく聴くこと」「精神的生
命をもっているという認識」「成長というこ
とへの信頼」の４点を挙げている。
石坂７）（１９９８）は、治療者の資質について、
「Freud や Rogers の提案から治療者の資質
として抽出できる要因の一つは、自己の感情
や思考を対象化しうること、それも治療過程
の中で対象化しうることであるといえるだろ
う。そのためには自己自身をよく知っている
必要があり、自らの考えや感情の動きを実際
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に自分で対象化した経験を持つ必要があるで
あろう。それは自己自身でも行いうるもので
はあるが、ほとんどの場合、他の治療者の協
力がある方がよいであろう」と指摘している。
岩壁９）（２００７）は「カウンセラー・セラピ
ストに求められる資質」として、海外におけ
る研究を紹介している。岩壁９）（２００７）は、
カウンセラーの特徴と資質を、①外的特徴
（年齢、性別）、②専門家としての地位（教
育訓練年数、臨床経験）、③臨床スキル（コ
ンピテンス）、④個人的資質（対人関係のも
ち方、人格特徴）に分けている。
以下に、④の個人的資質について、岩壁９）
（２００７）を引用しながら述べていく。したがっ
て、下記の知見は岩壁９）（２００７）によるもの
であることを断わっておく。
Bohart たち２）（２００２）は、カウンセリン
グの効果とカウンセラーの共感の間には、０．４
程度の相関があり、共感は治療関係の条件と
して重要であるだけではなく、カウンセラー
によって受容され、肯定されるという修正感
情体験や理解を促進する機能があり、クライ
エントがより主体的に自らの体験を探索する
ことも助けると結論づけている。またBeutler
たち１）（１９９４）は、１５の先行研究のレビュー
からカウンセラーが心理的に健康であり、精
神的苦痛から解放されていることによって、
カウンセリングの効果が高まることを示した。
また、カウンセラーの指導的な立場にある
人たちに「望ましいカウンセラーの個人的資
質」について尋ねた研究が存在し、次に３点
の研究について報告する。Patterson１９）（１９８５）
は、マズローが自己実現した人物と周囲から
推薦された人たちのインタビューに基づき１４
の特徴を指摘している。JenningsとSkovholt１１）
（１９９９）は、平均臨床経験３１年の３名の臨床
家から推薦してもらった１２名の「マスターセ
ラピスト」にインタビューをし、その特徴を
明らかにした。ちなみに、「マスターセラピ
スト」とは、①大家・熟練者と考えられる臨
床家であり、②もし自分の家族や友人がカウ
ンセリングを求めるのであれば、絶対に紹介
したい人であり、③自分自身がカウンセリン
グを受けるとしたら絶対的信頼をおける人と
定義されている。CosterとSchwebel３）（１９９７）
は、職業的に見て高い機能を維持していると
他の臨床家に推薦された６名に対してインタ
ビュー調査を行い、自らの臨床家としての機
能に貢献している１２の要因を挙げてもらった
（以上、岩壁９）、２００７）。
この３つの研究から、岩壁９）（２００７）は
「３つの研究において示された優れたカウン
セラーの資質にいくらか違いがあるものの、
自己に対する気づき、個人的生活と仕事のバ
ランスをはじめ、個人としての生活の充実な
ど一致する面も多い。特に、優れたカウンセ
ラーへのインタビューから得たジェニングス
とコスターらの結果は驚くほど似ている。知
的な好奇心を維持して、常に新たなことを学
び、自分自身の心理的健康に注意を向け、常
に自己理解を目指している。そして、対人ス
キルを臨床で生かし、プライベートの生活の
中でも他者とのつながりを楽しんでいる」と
指摘している。左記の岩壁の指摘からは、優
れたカウンセラーの共通した特徴が描かれて
いることがわかる。
ここで、「資質」という言葉についてもう
少し吟味したい。そもそも、「資質」という
言葉には多義性があり、それを用いる人間に
よって、資質についての概念や捉え方が一様
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資質：うまれつきの性質や才能。資性。天性
素質：①本来具有する性質。②個人が生まれつき持っていて、性格や能力などのもととなる
心的傾向。
人柄：①人の品格。じんぴん。②人品のよいこと。よい人物
人間性：人間としての本性。人間らしさ
適性：性質がそのことに適していること。また、その性質
態度：状況に対応して自己の感情や意志を外形に表したもの。表情、身ぶり、言葉つきなど。
また、事に処するかまえ・考え方・行動傾向をも指す。
性質：①もって生まれた気質。天性。資性。②物事が持っている特色。③事物の本来固有す
るもので、それにより他の事物と種類を区別されるもの
特質：特殊な性質、特性
特性：そのものだけが有する、他と異なった特別の性質。特質。性格特性。
人間観：掲載なし
でないことがうかがえる。つまり、資質の指
す意味は、その人自身の内面にある、あらゆ
る特質や特性、態度、人間観などが包括され
ている言葉と言えよう。各々が資質という言
葉を使い、説明していることは、実は同じも
のを指し示してないことが推察される。次章
では、その資質をはじめとする援助者の内面
を表す言葉について概念的整理を試みる。
２．援助者に求められる“資質”について考
える～援助者の内面についての概念的整理
まず、援助者の内面を表す言葉の中で、
「資質」「素質」「人柄」「人間性」「適性」
「態度」「性質」「特質」「特性」「人間観」の
１０点を取り上げ、辞書による定義を以下に示
す（資料３）。この１０点にした根拠は、筆者
が担当している講義中、学生に「援助者には
どういうことが大切であるか」という質問に
答えてもらった、援助者の内面を指す言葉の
上位であるからである。
資質や素質、性質や特質に含まれる「質」
という意味は、「①生まれつき。天性。②内
容、中身、価値。（以下省略、広辞苑第五版１４）
１９９８）」があり、「生得的」という意味合いが
強いと考える。特性もそれに近いと考えられ
る。一方、適性とは、上述した「質」が環境
や求められることなどに適していると解釈で
きよう。人柄や人間性は、その人の地位や能
力、性格や品位などを総称したものと考え、
「生得的」という意味合いは薄れる。態度は、
左記の人柄や人間性よりはもう少し、その人
の感情や意志といったものに限定されたもの
と考えた。
筆者は、援助者の内面を捉える言葉に「資
質」という言葉を採用したいと考えている。
その理由として、「資質が磨かれる」という
表現があるが、この「磨く」には、「上達さ
せようとする。練磨する。（以下省略、広辞
苑第五版１４）、１９９８）」という意味があり、生
得的な性質や才能などが、生きる過程を通じ
て、良くしようとしていく（磨かれていく）
ということが、筆者の考える援助者のあり方
資料３ 広辞苑第五版（１９９８）による用語の定義（一部省略している）
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の基底を占めるものであるからである。
つまり、堀越・堀越５）（２００２）も指摘して
いるように、援助者自身の性格や家族の特徴
などといった先天的なものも重要ではあるが、
問題は、その「磨き方」であり、磨き方は、
教育や訓練といったものも重要であるが、そ
れだけでは足りないと筆者は考えている。そ
の人本人がどう自分を磨いていくのか、それ
も自分本位ではなく、「相手のために何がで
きるのかを考え、そのために自分の足らざる
ところを磨いていく」ということが重要であ
ると考える。
筆者の経験からの推測になってしまうが、
たくさん学会に行ったり、いろいろと勉強し
たりしている人でも、どこかその学びが独り
よがりにみえてしまい、「この人に相談した
い」と素直に思えない場合がある。反対に、
たくさん勉強しており、それも自分の担当し
ているクライエントや患者のために、自分に
できることは何なのかということを真摯に考
えている人に出会うと、「この人に相談した
い」と素直に思える。
ここで、「対人援助職者の資質」というこ
とを定義すると、「心理的援助をはじめとす
る、さまざま援助サービスを行っていく者の、
元来備わっている性質や素質、才能などを、
自らの生きる過程において磨いていったもの
の総称」としたい。つまり、「資質」という
言葉を、「生得的」という意味合いを越え、
むしろ、その磨き方にこそ、援助者の成長や
熟達が左右されると考えるからである。
Ⅳ．まとめと今後の課題
村瀬１７）（２００９）は大正大学における最終講
義において、「専門知識と人間性の衝突」と
題して、村瀬がカリフォルニア大学大学院バー
クレー校に留学したときのエピソードを次の
ように紹介している。以下、筆者が短くまと
めたものである（資料４）。
資料４ 「専門知識と人間性の衝突」（村瀬１７）、２００９）
村瀬がバークレー校に留学中、とある大学付属病院で、殺人を犯した統合失調症の診断を
受けた青年について、裁判所にどのような意見を報告するかというカンファレンスに陪席し
ていた時のこと。
その場には、その青年のほかに、精神科医、心理学者、ソーシャルワーカー、そしてその
青年を教えたという学校の先生、青年が保護観察を受けていた時の保護観察官、など、１５名
ほどが参加していた。それぞれの立場で参加者は所見を述べるなどしたが、青年は硬い表情
で気持ちが動いていないように村瀬には見えていた。
全員の意見が出尽くしたところで、年配で温かみのある、見識を備えたと村瀬が思えた座
長の精神科医が青年に「裁判をきちんと受けることが今の君の仕事とであること」「人間は
笑うことを忘れてはダメだ。」「気持ちを込めて口を緩めてごらん」ということを伝えると、
青年も笑顔を作り、座長の精神科医は「そうだ、笑えたじゃないか。今は形だけだけれど、
それに心が伴うようなことをこれから君は見つけるんだよ」と青年に伝えた。
そして、その座長である精神科医が居並ぶ専門家を指差して「ところでこの中で君がこの
人はいいと思う人を指差してみて」と青年に伝えたところ、青年はやおら皆を見まわして、
座長である精神科医と、一番末席にいたワードテクニシャン（日本で言う看護助手のような
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上記の村瀬のエピソードから窺えるのは、
知識や見識を備え、かつ人間的な温かみのあっ
た精神科医と、弟２人を養いながら、自分自
身も希望を捨てずに昼も夜も働きながら学ぶ
大学生を、統合失調症の診断を受け、殺人を
犯した青年が選んだことの意味である。
単に人柄が良いのが重要であるとか、若い
時に苦労することが大切だということではな
く、一人の人間として、自分自身の生活の中
から学んできたことと、知識や理論とを自身
の中で循環させ、そして、相手から必要とさ
れる自分になるために、自分に何ができるの
かを考えていく姿勢が、抽象的な表現である
が、「自分を磨いていく」ということである
と筆者は考えている。
本稿では、援助者自身の要因も援助や治療
行為の成否に影響を及ぼすのではないかとい
う仮説の下で、援助者自身のあり方や、援助
者の成長、発達などに焦点の当てられた研究
を概観し、また、援助者の資質を磨くという
ことについて、筆者の見解を述べた。
なお、課題として、分析・検討した文献が
少数であることや、「対人援助者の資質」に
関する定義も、筆者の独創的な視点であるこ
とは否めない。
今後は、さらに多くの文献を渉猟し、上記
の筆者の見解の妥当性を検証するとともに、
対人援助領域のエキスパートである人々にイ
ンタビュー調査を試み、その人々の持つ資質
の究明、そして資質を磨いていく過程につい
て詳細に検討したい。なぜなら、これらの研
究結果が、援助者の成長や発達、そして教育
や訓練についての有用な知見になると考える
からである。
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Human services professionals’competence in providing psychological support
Akihito IIDA
ABSTRACT
Competence of professionals in personal services was investigated. There have been
many investigations of theories and techniques in the fields of clinical psychology and so-
cial welfare. However, only a few studies have been conducted on variables related to the
“professionals”that actually use these theories and techniques. Findings of studies on
variables related to professionals in clinical psychology were reviewed and the compe-
tence of professional in human services was defined. It is concluded that competence is
dependent not only a person's nature, but also on the process of improving that nature
and talents through the process of living.
Key words：Competence for a professional in personal services， Factors of the
professionals，Improvement in one’s nature or talents
11

